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293.高齢者体力テストの犠準化:SATプロジェクト
153 
0潟橋係二ヘ大塚緩卒折、松本 ?故人 UJIi J素人
中野紫博¥鈴木宏裁に松昭光生1、久野諮
也l、間嶋 j渇j多i
( 1筑波大学、 2筑波大学大学鈴)
{背紫}高齢者がお.)Lして健授な ~:i請を送るために，
縫燦の基礎となる体力を維持向上させることが笈繋で
ある.体力の維持向上のための潟数者の選数プログラ
ム作成には，体力を抱援することが必要である.高齢
者の体力テストとして文部科学省新体力テスト (65~
79織対象) 6演目がfよく用いられているもののt 75歳
以上の後期高齢者の増加が予想され現;夜では.80歳以
上の後期潟齢者を考慮した体力テストが必婆となる.
{目的}本研究のお的は， 65殺~79裁までを対象とし
ている文部科学省新体力テストを80議代まで拡張し，
後期潟齢者を対象とした体力の総合終{磁のための体力
テスト得点基準を作成することであった. (方法1:ht 
象は地域夜{主の日常的な運動綾畿がない綾常高鈴者、
男性:191名，女性275名，計466名であった.対象者の
年齢範協は努伎が65~89綴，女殺が65~~9.l歳であった.
また，後茶話潟齢者の都合は努性34%(65名人女性36%
(9名〉であり，全体で35%(164名〉であった.混4
A滋121ま擦カ，上体怒こし，長療体前綴，開校片足立
ち， 10ml翠努物歩行1 6分間歩行であった.パ…セン
タイル穏に設及して 性別にテスト成綴をめ段階に区
分し，得点基準とした.体力合計点は，従来の換携に
よる新体力テスト合計得点 (65-79綾対象)に対する
併存的妥さ当性があることが議ましい.また，潟給者の
加齢変化を鋭敏に反映することも援要である.そのた
め，体力テスト合計点の妥当性は，新体:カテスト合計'
点と!営年齢に対するの基準関連妥当 4段より検討した.
すべての統計処獲における有窓水準は G コ0.05と設乏
した.おき泉および考察}新体力テスト合計点は31.7
土8.7点であり，本研究において作成された体力テス
ト合計点は33.3土11.5点、であった.イ体本カテスト合雪釘!
lはま，新体力テスト合計点に対して高い妥当性係数 (1・
: O. 99 t P < . 05)を示した.また，作成された体力
テスト合計点は勝年齢に対して有意な中等度の妥当性
係数 (r担 0.51，P ( .05)を永した.これらの結果
は，本li}f究において作成された体力テスト得点法壌が
高齢者の加議会変化を反映する務総法であることを示し
ている.
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